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以前のこ講演でもお伺いさせていただき

ましたけれども、革という素材が今の先

生の作品の中で非常に重要な意味を持つ

ているということと、壮大な宇宙的時空

のテーマが作品の骨格に流れていて、そ

れが現代人の心に強いメッセージを送つ

ている点が先生の作品を現代に際立てて

いると感じました。

素材の革に出会われたのは二十歳ぐらい

のときと伺つたのですが、美術という道

を歩まれている中での革との出逢いはど

のようなものだつたのでしようか。

とにかく革は好きだつたんですけれども

ね。初めの出会いが雑貨でこざいました

からね。そのうちにそれが壁面の仕事に

移っていつたということは、やつぱり革

の質感が好きだつたということでしょう

ね。

大体私は平面的なものは嫌いなんです。

油絵描きの通性と言いますか。絹みたい

なものでもコーティンクしたものよりは

縮緬みたいなのが好きだし、本綿もザク

ザクしたのが好きだし、麻が好きだしね。

それから紬が好きだし、何だかそこに変

化のあることを望んだわけですね。革の

場合にはこく自然にそこにスーッと入っ

ていつたんですけれども、やはり好きだ

から入つたのだろうと思いますね。

そういう素材感というのはあまり完壁に

仕上げられ過ぎているというものではな

くて、風合いみたいなものが感じられる

ものということですよね。

そうなんです。

そういうたくまざる風合いを潜ませたも

のに、いつしか人の心は魅力を感じてい

るのでしよう。

だから多田美波さんがデビューしたとき

に、コンクリーというものを目標にした

ということを伺つたときに、「あつ、そ

うだろうな」と思いました。やつぱりこ

れは日本画を志望する人の感覚ではない

でしょうね。あの方も我々の後輩で洋画

ですけれどもね。

一種凹凸のあるものとか、ザラザラした

とか、起伏があるとか、そういうテクス

チェアというのは、それがつくられる過

程とでもいうようなある種の生の呼吸の

痕跡があって、それを嗅ぎ分けるという

ことなんでしようかね。

あまり完壁にツルッとしてしまつている

と何か遠い存在になりがちなところがあ

ります。先生が選ばれるざつくりした感

じというのは非常に近親感がありますね。

それはつくられた中にも自然な部分をと

どめていて、それが潜在意識の中に魅力

を結ぶのだと思います。そういう素材と

しての革という訳ですね。

そうです。それこそありのままですから

ね。そして言つてしまえば野の花が好き

という感じのようなものでね。あまり手

を入れたようなものに魅力を感じない。

自然に近いということを好むということ

かしらね。

革はまた仕事がしやすいということでも

あります。

|||‐ |

しかしそこにはやつぱり制約もあるわけ

で、その制約と自由さの兼ね合いみたい

なところで先生の作品というものが非常

に深い感性を見ているとも感するのです。

既ちそれが隅々まで先生の手によるある

種の加工作業を併なつて仕上げられたそ

の結果だというところに私どもか心を3

かれるところがあるんじゃないかなと思

うんですね。そして色という点では、素

材が本来持つている色、素材そのものが

基調だというところにも、素材と色との

宿命的な関係がまた特徴的だと思います。

そして色と素1/1の関係のもう一つの特徴

は、金箔です。それは、革という柔らか

な素材に、金を含ませるように置いてい

るように私には感じるのですが、金と革

との関係にも興味深いものがあります。

でこぼこしていることをどうとらえるか

ということでしようか。日本画などでは

描きますときに絹でも紙でも碁水 (どう

さ)を引きますが、それと同じように我

々も仕事の第一番としては碁水を3いて、

紙よりも凹凸のある革の表面をある程度
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平らにしていきます。

それから仕事をいたしますが、金という

のは考えてみれば平面を金属化するわけ

ですね。だけれども金箔そのものが非常

にデリケートですから凹凸の中に入つて

いく。それが一つの柔らかさになるので

しょう。

また金箔は装飾を兼ねた防湿や塵よけの

役目もあるのです。

とりわけ金の在り方に興味がありますの

は金が放つかすかな光によつて観賞者の

心が歴史的、宇目的時空に導かれると読

めるからです。

光のトーンは非常に重要だと思います。

テカッと光るものを碁水というので抑え

ます。そういう意味で私は常にかなりの

スペースのときには碁水を引きます。

金という色の系統と革という色の系統が

同じ系統の中でうまく調和する関係にあ

りますね。

そうです。両方とも暖色系統ですからね。

その中によく先生はグリーン系の色彩を

ポッと配されている。

緑青ですね。

色彩の原理から言えば補色の関係にある

わけですね。そんなに強い補色の関係で

はないにしても、それが何かを呼び起こ

す気配//i誘 つているかのように私には感

「創世紀」東京芸術劇場

じられるのです。

やっぱりこの仕事の場合にはグリーンと

か代瀦色というか、ああいう色以外はど

うも合わないような気がいたしますね。

ほかの色を使うということは無理だなと

いう気がいたします。暖色とそれから寒

色の、革の色に近い接点を持つた色なん

でしようね。

非常にllP制のきいた、選び抜かれた色と

材質だけでつくられていく作品で、しか

もテーマが抽象的であるということもあ

つて、非常に深い余音員というものを漂わ

せているのが、作品の特色ではないかと

も思います。それから、古代などにさか

のぼつていく歴史的なテーマを展開され

ておられますが、それはやはりエトルス

クの芸術iに出会つてからということでし

ようか。

そうです。エトルスクからですね。これ

は自分の仕事の発展過程の問題で、やつ

ぱりエトルスクがすいぶん影響している

ように思います。そして、仕事の中に日

本人の血流のどうあるべきかを考え合せ

ながら、呪文に生きた縄文の人々の心象

と重ねた世界を、表現しようと思いまし

た。以来私のテーマは大地から生まれる

命の尊さや創世の原初に回帰することで

心にこみあげてくる希望の光となりまし

た。やつばり仕事をしておりますときに

は自分の心がそういう時代に遊んでいる

というような感じです。夢の中の夢中と

いうのでしょうか、そういう世界の中に

入り込んで仕事を進めているんだなと考

えますね。だから楽しいですよ。

それでああいう悠久の時間を漂わせてい

るといような表現が表出されるんですね。

作品の中にゆつくりと亥Jまれている時間

のテーマに誰しもが深い精神性を感じと

るにちがいないと思います。今、私たち

はそのことに重要な意味を発見すべきだ

と思うのです。私も時間というものを建

築の中につくり込みたいと思つているこ

ともありまして―。そもそも人間の本質

というのは空間というよりは時間なんで

すよね。ですから、時間性というような

ものをテーマの中心に据えられていると

いうところに現代性を観るのです。

だんだん古代にさかのぼるという先生の

テーマが、実は現代に向けてのメッセー

ジなのではないかなというふうに感じま

す。現代というものを非常に客観的に、

あるいは心に沈潜して眺める、そういう

時間というものが先生のテーマの中に漂

つているのではないかなと思います。先

ほど先生が古代の夢の中にいて制作をさ

れているというのは、まさにそういうこ

とかなというふうに思われます。

制作というのは何でもそうであるように、

突っかかりのときは大変に楽しくて、そ

してそういう出発点から発祥して中頃ま

でいつてクライマツクスにいって、いい

なあと思つて最後になつてくると「ああ

一、これではだめだ」という感じがする

んですけれどもね。 (笑)自分の作品に

いつも何か悲観しているんです。

f―
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「海の幸」東京芸術劇場

しかしまた、時間がたつてそれを再び見

たときに「あつ、これはよかつたんだが、

これはだめだJなんていうものもありま

すね。

現代に存在している人々の、存在の意味

というのは、少なくともそれまでの人間

の歴史が裏打ちしているわけでして、先

生はそこのところをテーマにされている

と思うんですね。ですから、現代人にと

つては非常に心を揺さぶられるテーマに

立ち向かうことになる。

そしてもう一つ重要なことがあります。

それは先生が常に建築空間と一体になる

芸術というものを目指されているという

ことです。これは非常に意味の深いこと

だと思います。単に一つのタブローとい

うものの制作に止まらずに、積101R的 にそ

ういう総合芸術とでもいうのでしようか、

空間というものに意思を向けておられる

というところが、特にこの建築美術工芸

協会の向かおうとしている方向1生からし

ても興味が深いわけです。特に東京芸術

濠」場の壁につくられたものでありますと

か、それからこの間、見せていただきま

したけれども専念寺の欄間のお仕事は建

築と一体になつたすばらしい芸術だなと

思つているのですが、空間や環境といつ

た視座でのお考えはいかがでしょうか。

在来の日本の家というものは紙と木だと

言われておりますよね。材質的に考えて

ここに我々が入る余地はないのです。最

近の建築の様に石の壁などのところに革

が合うということ。それから建築家が志

向されている思想と、「あつ、これはう

まく合うな」という感じがするんです。

建築はただの建物ではなくて、皆さんそ

れぞれのロマンを持つて設計していらつ

しゃいますでしょ。そのロマンの中に一

致を見出すということですね。これが何

よりうれしいことですね。

そうですね。現代の建築というのは確か

に伝統的な本と紙の構成を基本には出来

なくなつている。従つてそういう硬い材

料、構築的な材料による空間には一種柔

らかさというものの存在が必然なんでし

ょうね。

非常に建築の方がロマンを謳い上げる、

その建築の空間に私どもの仕事が的中す

るという感じがあります。

そうですね。何こともやっばリロマン…。

そうです。ただ建 c‐るのだつたらこれは

マツチ箱でもいいわけですからね。そう

ではないというところに非常に共鳴する

ものを感するということでしょうね。

そうすると、建築と一体になつた先生の

芸術は、まさしく先頭をきつてその空間

で謳い上げられているロマンをかなでて

いるという感じですね。専念寺などを拝

見しても宗教というものを歴史というも

のに広げて、人間とそれを結ぶという、

テーマの広さを感じます。そしてそうい

う広さが故に神と通する世界を空間イヒし

ていると思います。神という存在が人間

にとつて親しいものだといつた暖かさか

横浴しています。

欄間に私の仕事をお使いくださるという

ことも、これは発注してくださいました

方には奇想天外なこ理解だったと思うん

です。しかし、私は無宗教でこざいます

けれども、私とすれば自分の考える献す

るということを、天に向かつての感謝の

意味として表わしました。

伊勢神宮で芸術家の作品を寄贈しろとい

うことがありましたが、そのときにもや

はり同じような気持ちでつくりました。

常にどういう作品をつくる場合にも、太

古、というのは縄文の時代ですけれども、

その時を生きた人の心を想います。私た

ちと同じような気持でも、太古の人たち

は天体を見つめて祈りに祈つていたでし

ょ。そういう純粋さというのか無垢とい

うのか、無宗教というべきでしようか、

そういうような場にあつても常に祈りを

込めるというその気持ち。これが我々芸

術家に通する気持ちではないかと思うの

です。

人間本来の素朴な祈りという行為なんで

しょうね。専念寺の作品もそういう人間

の本質的なものに根ざしたところからテ

ーマが展開されているというところに、

非常に親しみのある暖かさにつつまれな

がら無意識の中に自分の存在の起源にさ

かのぼつていることに気づかされます。

宗教画の神をピボットに人の心が展開す

るのに比べて、人の心の全き中心に立脚

した展開がそうさせるのだと思います。

そこに感動の源がある訳ですね。先生の

作品のどれにも奥へ奥へと3き寄せられ

る深い求心力がはたらいています。

それから、非常に静言監な雰囲気というも

のを先生の芸術は漂わせているのですが、

それが現代における情報の氾濫や価値感

の多様化など、ますます騒々しい時代に

安住できなやむ人の心に、本質へ回帰す

る道程の指標となるのではないでしょう

か。その意味で現代人にとって貴重な存

在意義を持つものと思います。

‐| |||■

やつぱり私自体の人間性もそうなんでし

ょうけれども、私はテレビというものを

今まで持つたことがないんです。何年か

前に芸術団体の賞をいただきました時に、

そのお祝いにテレビをというのをことわ

つているのです。その時なぜと問われて、

おたくの会は貧乏だからいらないと言つ

撮影 :「新建築」写真部
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たんです。 (笑 )それでも既にその段取り

になつているのでぜひ受けてくださいと、

会の担当の人が 3回も訪ねて来られて、

それではまあいただこうということにな

つたのですけれども、テレビをかけるの

は朝、天気予報を見るだけで一日中かけ

たことがない。夜も見ないんですよね。

(笑 )

新聞も学芸欄がいいとのことで日経をい

ただいておりますけれども、これも朝刊

を夕刊と一緒に見るだけで情報はますゼ

□。それから一番困るのが機械ものなん

ですよね。お風呂を炊くことをこの頃よ

うやく覚えたんですけれども、どこをひ

ねつてどうやつていいのかわからない。

そういうようにこの頃の便利なもの、機

械にしても情報にしてもわずらわしいん

です。そういうものに触れるということ

が。

だからお客様がここに来てお話をして種

をまいていつてくれることによって、「あ

あ、そういうことがあるのかJと いうこ

とを悟るようなもので、大体我々は浮世

からちょつと離れたところにいる人間じ

ゃないかと思うんですよ。

いえいえ、高度情報化時代といわれる今

は、結局加工された情報のはんらんであ

つて、感動を呼ぶような生の情報交流が

導

なくなつて来ている事を先生はいち早く

見抜かれておられるということですよ。

そうなんでしようか。

今の電脳社会ではプロセスというものが

全然もう見えなくなつてしまっているん

ですね。そうすると、人間も育ってこな

い。それはプロセスの中に初めて人間の

徳というようなものが育つからです。そ

ういう現代でこそ、作品の中を流れるダ

イナミックな時のプロセスが、建築空間

を強く共鳴させているといえましょう。

芸術院賞をとられた「神話」ですが、あ

れはそういう一連の作品の中の一つの大

きなマイルストーンとしてつくられたと

思うんですけれども。その神話の発想あ

たりの実感というのはどんなお考えだつ

たのでしようか。

あれをつくりましたときには申し上げた

ようにエトルスクに夢中になつていた時

期でした。そして人間の生活で一番最初

に我々が感じたものは太古の人たちが縄

文に生きたということ。それから紙をつ

くり出したということね。天地創造の頃

の神話をテーマに大陽や月に祈り、呪術

に生きる古代人の生活風景で、地平線は

紙、ひとしづくの露は天空からの報せを

示します。大地には5角形の銀の箱が紙

の筒を受入れていて、天の声に反応して

くるつと回つて将来へ向かう物語を開く

というものです。

歴史の時間が流れているという実感が伝

わって来ますね。

私の作品の中に天から三角の布が降りて

くるものがありますが、それは天地倉J造

の一つの気というものの表現なんです。

貝塚も出てますね。かつての人々の生活

の跡とか、臭いを表徴しています。

大久保

狩猟時代の一つの跡ですわね。

あの貝のフオルムが一種装飾的で、ほの

ぼのとした人間の生活の臭いみたいなも

のを運んでくるというるヽうに思うんです

ね。そういう人の患づかいのようなもの

と共に天と地を結ぶ宇宙的な構図という

ものがあいまつているというふうに思い

ます。

自分ではそこをねらつているつもりです。

人はそれぞれ日本人としての心を表現し

ようといろんなテクニックを使いますね。

私の場合はこの道一筋。これからこの表
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現がどう変わってくるかはまだ未知数と

思いますけれども。きょうからまた次の

ステップヘ向っていくつもりです。

そうですね。そういう意味では先生の作

品というのは常にテーマは古代にさかの

ぼつているようでありますけれども、実

はそこから新しさを常にはね返してくる。

ですから展覧会を見せていただきまして

も、次々に新しい展開というものが私た

ちの心に響いてきて、この次また先生は

何をされるのかなという期待感や緊張感

を覚えますね。

一つのところにストップしているという

ことは、これはちよつと勉強の過程とし

てはゼロですよね。やつぱり少なくとも

勉強というものは一歩でも前に進まなく

ちゃいけないことだと思うんですけれど

もね。マンネリになるのが一番困る。

そういう新しさというのは作品に向かわ

れているときに、その制作過程で次なる

ものが酸酵してくるのでしようか。それ

とも普段の生活の中で何かのイメージが

増幅されてくるというのでしようか。両

方おありになるのでしようね。

両方でこざいましょうね。

~し
,こ  1 1■  こヽ繰| 凛̀ し=こ こ.

私は仕事のあとを見まして、「あつ、まだ

私は青春だわJと思つているんです。(笑 )

やっばりそれが新しさを生みだすという

ことなのでしようね。

それから制作の過程が生々しく出ている

作品というのがありますが、先生の場合

にはあくまでも静かにやわらかくおさめ

られる。しかしレリーフされた革のるヽく

らみや影がつくりだすマチエールが不思

議な躍動を潜ませているように感じます。

既ち絵画のような塗るとか描くというこ

とと基本的に異なるマチエールのつくり

方に異次元を感する秘密があるのでしよ

うか。そしてそれは大久保先生にしか顕

せない世界といえましょう。

浜岡の展覧会の折に、芸術に造詣の深い

市長さんが「半分は材質だけど半分は仕

事だ」と。 (笑)そしてダイナミックで

これはいいねと言われました。確かにA/1

質もそうだと思います。ですけれども、

私は将来にかけて世の中に 1点残る仕事

ができればよしとしているんです。代表

作として残ればいいなあと思つているん

ですけれどもね。

やっぱり常に新しさを追い求めていらつ

しゃる厳しい姿勢ですね。

欲が深いんです。 (笑)ほかのことは何

にも望みませんけれども、この仕事だけ

はやっばり真髄から「いいね」というこ

とをおっしゃつていただけると、本当に

うれしいと思いますね。

非常に繊細な技法による香り高い装飾性

と、その底に流れている実にダイナミッ

クな大きなテーマの対比や絶妙な重合が

縄文のロマンをうたいあげています。

作品というものはその人のロマンを表現

するものですから。そういう思想的な表

現があってほしいということをいつも私

は望むんですよ。よく皆さんのお仕事を

見ていますと、最近大変平面的ですね。

自分がこういう仕事をしているせいかあ

あいうのを見ていましても感動しないん

です。だんだん作家の中でも自分の好き

な作家と嫌いな作家を色分けしているん

です。 (笑 )

そうですね。建築も何か小器用になって

きているという側面もあります。

ああ一、やつぱりね。

世の中に感動が薄くなっているのでしよ

-5-
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うか。大きなロマンの流れみたいなもの

は建築ももちろんですが、芸術の中に流

れていなくてはいけないと思いますね。

世の中が忙しくなったせいでしょうか。

例えば19世紀末などでは非常に文化が熟

していたと思うのです。いよいよ熟れ落

ちんばかりだつた。ところが、今世 fi 3末

の今、それほど病んではいない。現代人

は健康になつてしまつたのでしようか。

それもロマンを大きく描く人が少なくな

つているのかも知れませんね。

やっばり時代がそういうことになつたん

ですかね。機械尊重みたいなことで害Jり

切つちゃうことね。それで精神性が非常

に乏しくなつてしまったんですね。

そうですね。人間がやはり人間と立ち向

かいなから文化をつくつていくというそ

ういう社会的な状況というものが、もっ

と別なものがそこに介入してきて、直接

的でなくなつてきているということなの

ではないでしようか。

忙しすぎるのかしら。かけつこしている

ような世の中ですね。

気持ちは非常にゆつくりしていても足だ

けは走つていなくてはいけないというよ

うな、そんな感じはいたしますね。でも

やっばり走っている中で何か忘れてきて

しまったのではないかなという焦燥感は

あると思うんですね。

しかし、それが何かというまでは立ち止

まって考える余裕がない。何かに余儀無

くされて生きている。そういう意味では

無意味なスピードに動弄されないで、ど

っかりと人間性に腰をおろしておられる

先生というのは、現代の中でも貴重な存

在だなというる、うに思いますね。

やっぱり自分自体が幸せということです

か。芸術家として生きられた華せを感じ

るということのように思います。何か芸

術であるかということを少しわかつて生

活しているということだろうと思うので

す。これは非常に難しいことだと思うん

ですけれども、世の中の人は忙し過ぎま

すよ。

自分のために生きるのでしようけれどt)、

だれのために生きているのかということ

を考える日隈もなく生かされているという

のでしようかね。

そうです。世の中の波に副弄されている

のね。

そうですね。そういう意味ではまさに現

代のそういう部分を気付かせる芸術家の

役害」というのは、ますます重要になると

いうことですね。

そうですね。これが根本でしようからね。

特に現代人は芸術そのものに入り込んだ

り、芸術鑑賞などを通じて人間性を取り

戻さなくてはいけない時期に、もうとつ

くにきているのだろうと思います。

縫い物に半返しとか全返しというのがあ

りますね。今の文化というのはそういう

もので、外国からいろんなものを持ちこ

んで幾分感動したりするのですが、自前

の文化にしていない。

一気に進んでいけないということですね。

行つたかと思うとまた元に戻つてしまう

どうやつて進んだらいいかわからない。

テレビを見ても漫画、電車の中でもいい

お年をした人が漫画を見ているでしよ。

ああいうSヽうに目から入るもので、もう

すぐに自分が理解できるというあわただ

しい世界にどうして生きるのか。もっと

じつくりしたらいいんじゃないかという

ように思うんですね。その中の何人かが

この半返しで行つたらいいなと思うんで

すけれどもね。

心を読んでいないから、心が読めなくな

ってしまうんですよ。そういう意味では

危機的状況の今世紀末という訳でしよう

か。

ええ、そうですね。

その心が読めなくなったら、熟した文化

というのがなかなか出てこないと思われ

ますね。

これは評論家の責任もあるでしようね。

確かに正当な批評というようなものが育

っていない。

難しいですね。

立派な文化をつくつた時代というのはそ

れが適切にまた充分に働いていた訳です

ね。建築などの例でも玉石混交の情報を

受けとる若い人たちの選択基準も多様で

本流と支流の見分けがつけられない。

見分ける力ですね。これはなかなか大変

ですね。

それがはつきりしてこないといけないん

です。過激な流れの支流ばつかりをやる

ことがあたかも新しいというような錯覚

を与えがちな場面もありますよね。本来

‘Ｊ
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のアバンギヤルドはそれまでの流れを変

るほどの力を備えていたのです。

やっぱりそういうことにはある時間を要

しますし、そういうことの訓練がちやん

とできる人ということですね。

そしてまた国際化が進むほどに、地域や

個人の個有性が今ほど重要な意味を持っ

ている時はないとも思いますが。

そうだと思いますね。世界が狭くなりま

していろいろなものが来ていますね。そ

ういう中から取捨選択する気持ちととも

に自分の血の流れの中に日本人の血の流

れというものと、どうドッキングさせて

いくかという、そういう意味を深く考え

る人であつてほしいと思いますね。

そうでないとそこに自分が生きていると

いう意味もなくなってしまう。どこにい

てもいいことになってしまい文化を構築

するという意味すらもなくなってきてし

まうわけでしようから。

日本としての文化のあり方ということで

しょうね。

そういう意味で先生の芸術を生み出すた

めの東京というのはどうでしようか。

いいところですよ。

やはり新しい空気を吸いながら古いもの

を吸収していくという、そういう意味で

はやはり箱根山から向こうへ越えてはい

けないという感じですね。どなたでも芸

術運動を展開する人は、箱根からこちら

の東京にいるべきだと私は思います。

常なる新しい情報の波が芸術活動の一つ

の糧みたいなものだということですね。

あまたある情報の中から選択をして吸収

する。その点で東京の意味というのは大

きいものがあるのですね。

東京の空気というのは、やつぱり生野菜

みたいなもので新鮮ですよね。

生活や倉J作の場が自分を生かしてくれて

いるということでしようか。それが、東

京であり、日本だということになります

ね。

そうですよ。

今日はとてもいいお話が聞けました。大

変ありがとうこざいました。倉」作の原点

をかいまみたおもいで静かな興奮がいま

だのこつていますが、この辺で一―。

どんな質問も寛容に受けいれる先生の語

り回は、実に優しく暖かいものであつた

が、笑みをたたえた二つの瞳の底には、

宇宙の果てと現在とを結ぶ壮大なロマン

を見据える強い光が輝いているようであ

った。(柳澤)
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神奈川県立近代美術館 館長
TADAYASU SAKAI

酒 井 忠 康
神奈川県鎌倉市雪ノ下2153
TEL 0467 22 5000

宇部や神戸の野外彫亥」展はよく知られ

ているけれども、このところ地方で開催

される野外彫亥J展がたいへんに多くなつ

ている。形式や内容もさまざまであるが、

これはおもしろい現象だなと思う。

ながいあいだ現代彫亥」に興味をもって

つきあつてきた関係で、わたしもしばし

ば相談されるのだが、新しいモデルの提

案までにはいたらないでいる。公募形式

のもの、あるいは作家を事前に選んで制

作してもらうもの、などなど、いろいろ

やりかたを異にしている。年齢制限のあ

る公募、また大きさの制限をもつた公募

など、それぞれに工夫をこらしているが、

大同小異の感はまぬかれない様子である。

いずれにしろ地方へ出かけて行く機会

が多くなつた。行けば行つたで、その土

地々々の風土や歴史、あるいは人情の機

微に触れる (あれこれ義理が生じたりし

て困つたことにもなるのだが)。 しかし

総じていえば、未知との出含いがつくる

好奇心にかられて、東奔西走しているよ

うな昨今である。

せんだつても人口 2,000人 ちよつとの

洞爺村へ出かけて審査にあたつた。テー

マは、「手のひらの宇宙」。村の有志が「50

人委員会」というのをつくつて進めてい

る。文字通り手づくりの国際彫亥J展なの

である。わたしは感激した。

たいてい「中央Jのコピーとなる「地

方」なのであるが、まったく独自の発想

ではじめられている。明治以降の「近代J

が 「地方」を「中央」に従属させてきた

構図は、もう役に立たなくなっている。

にもかかわらず、なかなか「地方」から

の発信がきかれない。

しかしこのところ各地で開催されてい

る野外彫亥」展とつきあつて感じる印象は、

地元意識の変化である。一部の頑迷固陸

な人たちの地域エゴでは対応できなくな

つているのである。明日のことはわから

ないが、いま、なんとなく「地方」がお

もしろい、そんな気がしている。  111

薦♂・
3
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東京芸術大学美術学部長

澄 川 喜 一
東京都台東区上野公園128
TEL 03 3828-6111

出合い

昭和25年 9月キジァ台風が襲来した。

岩国に錦帯橋がある。五つのアーチ型の

本造橋で中間の三つのアーチは橋台の石

組みから桁を少しづつ迫出しアーチ型を

作りながら伸びている。隣りの橋台から

同じ様に伸びてきた桁先きとドツキング

しているから橋脚は無い。橋台の側に行

き大きな石組みに触れながら橋の裏倶Jを

眺めるのが楽しみだつた。複雑な木組み

がリズミカルに空中高く伸び本で造られ

た虹のようだつた。よく写生に行き将来

は画家になろうと思つていた少年の頃で

ある。運命の日が来た。いつもの穏かな

清流が豪雨のため激流となり渦巻いてい

た。

目の前であのびくともしない筈の石組

みが崩れ始めた。橋台から離れたアーチ

形の大橋が濁流に浮びしばらくそのまま

の形で流れたかと思う間もなく大きく捩

られてバキッボキッという人が骨を折ら

れるような悲痛な叫びを残して激流に呑

まれてしまつた。何故か涙が止まらなか

った。

数日後、川下で橋の残骸を見た、私の

大好きなあの美しいかたちだつた橋が無

惨にも引き千切られ大きな船の龍骨を圧

縮したような本組みの塊となってあちこ

ちでころかつていた。

現代彫亥」のような、いや、もっともつ

と強烈な、神さまのインスタレーション

と思える程の迫力だつた。体が震えたこ

とを覚えている。倉」建以来 277年生き続

けた橋の最期に出会った記憶は今も鮮明

に残つており時折り夢の中に表われる。

山並みや川の流れは変らないのに橋の

無い風景は絵の中にポッカリと穴があい

たような風情で間の抜けた空FB5になつて

しまった。

昔の匠人達は橋の構造を考え、松材や

桧材を適材適所に使いながら景観に最も

適した橋の「かたち」を考えたのだろう、

環境造形の妙といえよう、頭の下がる思

いである。彫刻家になろうと志を立てた

40余年前の忘れ得ぬ出合いだつた。 隋
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私は子供の頃、中国の遼寧省大連市で

育ちました。戦後1948年に日本内地に弓

場げる迄14年間住んで居ましたので、当

時の事はかなり正確に覚えているつもり

です。         「

当時の大連市は、人口80万人といわれ、

市の中心部には、各所に円形の広場があ

り、その広場から放射状に広がる道路と

その街並みは、アカシヤやポプラの並木

と相侯つて、ヨーロツパ風の美しい景観

とロマンチックな雰囲気をかもし出して

いた。又住宅地は、地震が全く無いせい

か、練瓦造で2階建にほぼ統一され、赤、

青、緑とカラフルな屋根瓦、外部は夫々

趣向を凝らしたデザインで比較的、落ち

着いた色彩の仕上げを施し、大変美しい

町であつたという印象が瞼の奥に今も鮮

明に焼き付いています。

昨年 9月 に大連市に於て、大久保婦久

子先生の作品展が、日中正常化20周年記

念事業として、大連市の主催で開催され

ました。

私も、文化大使としての大久保先生を

取り巻くツアーの一員として参加する幸

運に在り付き、なつかしい大連を訪れる

事になりました。

久し振りに見る大連の現状と、頭の中

に描いていたその姿とが、余りにも懸け

離れていた事に先ず驚きました。

大連市の人口は 530万人にふくれ上が

り市街地の周辺に広範に散在していたス

ラムやバラック、又郊外に広がる農場、

果樹園、ゴルフ場等は、悉く取り払われ、

5～ 6階建の集合住宅の団地に様がわり

していました。

市街地は新しく建てられた高層のホテ

ル以外は昔のままのたたすまいを残して

いるが、建物の維持管理に関しては、全

く無関心で、長い間の埃や煤煙をかぶり、

カラフルな町が、灰色の町に変つてしま

い、本心がつかりいたしました。反面、

経済都市として市内は活気に満ち浴れ、

特に金州方面へ延びる工業団地を中心と

した開発区には目を見はらせるものがあ

ります。

中国は1960年代の文革時代、1970年代

の国際関係発展時代、1980年代からの対

外開放政策展開時代を経て、1990年代は、

上海、深月、大連、を核として、すさま

じい勢いで経済発展を展開中であります。

1972年の日中国交正常化初年度は、日

本の対中国貿易額はll億 ドルであつたが、

昨年度の対中国貿易額は 289億 ドルで、

世界で第 5位の貿易相手国になりました。

この20年間で何と26倍 に増えた事になり

ます。

特に、大連工業団地を中心とする開発

区は 100mの幹線道路が完成間近かの大

窯湾新港と大連～溶陽高速交差口とを結

び、理想的な投資環境を形成している。

すでに日本の企業もキャノン、東芝他

数社が工業団地に進出しているが、再に

10社余りが進出する予定になっている。

投資範囲は自動車部品、電子、セメント、

服装、包装の分野にも及んでいる。

工業の発展と同時に心配されるのが、

環境保護対策である。石炭燃焼による大

気汚染、工場廃液による水質汚濁、製鉄

所やセメントから排出される塵芥による

公害等である。

経済発展期を迎えた中国に対し公害対

策を優先せよという身勝手な事は言えま

せんが、かつて日本が体験した悲惨な公

害の実態を、声を大にして中国に知らせ

たいと思う。虚飾の外交辞令を交すより

質実率直に語り合う事こそ真の日中友好

の鍵であると思う。        ●:
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機臨暉書j!1麟修簸行認―
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大 出 幸 夫 (常務理事、事務局長 )

11月 ll日から2泊 3日の旅行は、天候

(曇りと雨)に恵まれ、しつとりと中味

の濃いものになりました。雨の徳島空港

で出迎えてくれた琴電バスに乗りこんだ

28名の会員は、先ず空港近くの大塚製薬

に案内され、巨大Кマトにびっくり。るヾ

どう棚のように広がる枝に実る赤いトマ

ト、四本の幹から既に数万ケを収穫した

とのこと。隣りの木―ルには直経 lmも

ある杉丸太が、くの字に曲げられており、

前の池には小半」型の大きな石が噴水で持

ち上げられていたのです。 (速水史朗氏

作)いずれも常識破リー発想の転換―倉」

造への挑戦を暗示していました。

昼食は 300年前の民家を琵琶湖畔から

移築した “阿波の里"のはなれで、京都

から馳けつけてこられた設計責任者であ

る建築家の本下龍―氏からお話を伺いな

がら昧わいました。葦ぶきのどつしりし

た屋根の下で賞味する阿波遊膳はぜいた

くそのもの。庭には葉の落ちた柿がたわ

わに光り、ここのオーナーが製菓会社だ

と聞いて又びつくり。

午後は白いヨットがいつぱい浮かぶ河

岸に立つll階建ての茶色の建物、徳島県

庁を見学。設計から施工、中の照明や設

備、璧画に至るまで会員の作品が多く採

用されていました。途中、藍染の実演な

どを見せる徳島工芸館に立寄つてから大

塚製薬の迎賓館 “潮騒荘"で 1日 目のわ

らじを脱ざました。さて、徳島と言えば

阿波踊り、広いロビーで地元連の方々が

模範演技を披露され、われわれも上手に

踊りのコツを伝授されること 1時間、や

つとサマになつた時には皆汗びつしより

でした。

今回の旅の団長である中島事業委員長

と倉本氏夫人、村上慶子さんの 3人が技

の優秀さを認められて地元連から認定証

を貰い全員から拍手をうけました。翌 12

日は早朝美しいカンツォーネを唱つてく

ださつた仙台の会員吉田さんを送ってか

らうす潮見物、午前 10時過ぎ、観潮船の

2階デッキからうず潮のすこさを眺めて

いるとビョーッ、ビョーッと汽笛を鳴ら

しながら大型貨物船がまつすぐに近づい

てくるではないか。ぶつかる寸前わが観

潮船が右にカーブを切り、危機―髪難を

免かれました。文字通り海の暴走族まか

り通るの図そのもので、船を降り、

に本場さぬきうどんを食べ終る迄、

ミスの話でもちきりでした。

徳島から海岸沿いに小雨の中を高松ヘ

向かい、田畑に点在する瓦屋根の豪勢な

民家を眺めつつ雲のかかる屋島近くの故

イサム・ノグチ氏のアКり工を訪ねまし

た。この辺は良質の石が産出され氏は多

くの作品に挑戦して、未完の彫刻を含め

100点余りがアトリエ近くに置かれていま

した。地元の建築家で、ヘルシンキオリ

ンピック三段跳びの選手でもあつた山本

氏から、ノグチさんは生前から墓処をこ

の地に決めていたこと、ノグチ記念財団

設立の話が今、日本と米国で進められて

いることなどを伺いました。

三日目もバスの中から小雨にけぶる紅

葉や黄金色のミカンを眺めたり、雨が止

んで瀬戸大橋や大小の島々を遠望しなが

ら山本氏設計の歴史民族資料館に立ち寄

り、丘のllF斜と岩石を利用した設計のた

くみさを教えられました。瀬戸内海の魚

を取る用具を主体に、歴史、考古資料ま

で巾広く展示されており、生活の知恵が

文化の源泉になつていることがよく半」り

ます。バスは名所旧跡の近くを通りなが

ら、丸亀駅前の猪熊弦―郎美術館へ。赤・

黒・黄色の作品を前面に置いた舞台のよ

うな建物正面は親しみ易く、中の展示室

もゆつたりとしていてシンプルで、猪熊

先生の作品が私達に「みんな、頑張つて

ね」と暖かくほほえみかけているようで

した。美術館近くの由緒ある料理屋でい

ただいた京風料理は、庭園や建物とマッ

チして本当に素晴らしかつたです。見学

コース最後に、現存する最古の芝居小屋

(金丸座)を こんびらさんのふもとにた

ずね、舞台下の奈落をのぞいたり、江戸

時代後期の本造建築のしたたかさを黒光

りした柱をなでて確かめました。

以上で見学は終了、高松空港に着いて

ガイドさんと拍手で別れてから「飛行機

は霧が深くて発着できませんJとのアナ

ウンスがあり、 2度目のびつくり。バス

の運転手さんも事情を了解してくれて、

再度徳島空港まで 100 kmの国道をひた走

り、 8時の最終便に間に合うことができ

ました。それにしても旅行を早くから準

備して下さつた三木さんを始め事業委員

会の皆さん御苦労さまでした。また、物

心両面からサポートしていただいた大塚

製薬の方々に厚く御礼申し上げます。ロ
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写真撮影 :村井 修

《旧階闘人臥
菊り:1工業株式会社 本社 〒 30東京都墨田区菊川2 18 10 TEL03-36343231(代 表)



◎
大 塚 オ ー ミ 陶 栞 株 式 会 社

東京/〒101東京都千代83区神田司町2 9 TEL 03(3294)1388

大阪/〒 540大阪市中央区大手通3 2 21 TEL 06(943)6695

【営業品目】●美術陶板●建築陶板●テラコッタ●写真陶板

ネ申言舌Myth  140 X l10cm 大久保婦久子作


